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令和６年度全日本音楽教育研究会第２８期（後期）本部役員の紹介
（〇は新規就任）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
※第２８期（後期）は役員改正の年ではありませんが、ご退職等により新たに本部役員に就任
された方４名を含めご紹介いたします。

会 長：福井 直昭（武蔵野音楽大学 学長）
〇副会長 小学校部会 部会長：村田 悦子（千代田区立和泉小学校 校長）
〇 同 事務局長：笛木 毅（世田谷区立九品仏小学校 校長）
〇副会長 中学校部会 部会長：野口 大介（国分寺市立第四中学校 校長）

同 事務局長：清野 淳子（葛飾区立一之台中学校 校長）
〇副会長 高等学校部会部会長：片桐あかね（東京都立つばさ総合高等学校 校長）

同 事務局長：井上 雅文（東京都立三田高等学校 主幹教諭）
副会長 大学部会 部会長：加藤 徹也（武蔵野音楽大学 教授）

同 事務局長：中村 岩城（玉川大学 教授）
本 部 事務局長：菊本 和仁（武蔵野音楽大学 講師）
顧 問：小松 康裕（武蔵野音楽大学 講師）
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会 長 挨 拶

全日本音楽教育研究会
会長 福井 直昭

昨年度の全日本音楽教育研究会全国大会富山大会の全国理事会で正式に第４代会長に
就任しました福井直昭です。
全日本音楽教育研究会は、昭和４４年発足時に第１回全国大会を開催してから、全国

各支部のご努力で途絶えることなく全国大会を開催して参りました。平成２７年度の静
岡大会全国理事会で、令和２年度の大会から全国各地区で開催される地区音研大会を輪
番で全国大会として開催していただくことが決定し、現在に至っております。

学校教育に求められる課題は時代とともに変容しますが、学校教育に於ける音楽科教育の意義の大き
さは変わりません。今年度も我が国音楽教育の向上のために、全国支部の皆様との連携を深めて全国の
研究活動を繋いで参ります。ご支援の程、よろしくお願いいたします。

子どもたちとともにつながり、学びのある小学校部会に

小学校部会 部会長 村田 悦子
（千代田区立和泉小学校 校長）

このたび、本会及び本部会の発展に多大なる力を尽くしてくださいました、前任の玉野
麻衣 先生の後任として小学校部会 部会長に就任いたしました 千代田区立和泉小学校
校長 村田悦子と申します。微力ながら、小学校音楽教育の向上、発展に向けて尽力して
まいります。同じく、今年度から小学校部会 事務局長に就任された 世田谷区立九品仏
小学校 校長 笛木 毅 先生とともに、新体制で職務に臨みたいと思いますので、ご支援
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

コロナ禍が過ぎて、人と人との距離が再び近くなり、音楽教育においても子ども同士のかかわりやコ
ミュニケーションが豊かで活発になりつつあります。しかしながら一方で、コロナ禍で後退してしまっ
た、人と人とのよりよい関係性のつくり方は、学校においても大きな課題のひとつとなっています。音
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楽教育における豊かな学びは、子ども同士の豊かな関係性もつくると考えます。今こそ必要とされてい
る音楽教育の役割を発信していくことができればと思います。
子どもたちのよりよい成長のために、全国の音楽教育に関わる先生方が、学ぶことを通してつながり、

様々な学びを共有し、知見を広めて、子どもたちとともに成長できる小学校部会をめざしたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ご 挨 拶
小学校部会 事務局長 笛木 毅
（世田谷区立九品仏小学校 校長）

今年度、全日音研小学校部会の事務局長を務めることになりました、世田谷区立九品仏
小学校 校長 笛木 毅です。各都道府県、政令指定都市等の支部長、事務局長の皆様に
は、小学校部会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。
近年は情報機器の発達により、音楽の授業の在り方も変化してきており、ICT 機器や電

子教科書の活用等、乗り越えていくべき課題が少なからずあると感じます。また、研究等
の様々な資料がデータ化されています。データ化をするメリットは、あらゆる機器を通し
て情報を見ることができる。過去の記録も蓄積される等があります。こういった研究や実

践記録を自分たちの手元で温めておくことも「あり」なのかもしれませんが、全国に公開してみること
も大変価値のあることだと思われます。公開する場所につきましては、全日音研小学校部会 HP を考え
ております。普段あまりご覧になっていない方が多いのではないかと思いますが、小学校部会のページ
は、なかなかきれいに仕上がっていますので、アクセスしてみてください。役に立つ情報がそこにある
ような環境を整えていけるよう皆様と協力していければと思っております。どうぞ、よろしくお願いし
ます。

ご 挨 拶
中学校部会 部会長 野口 大介
（国分寺市立第四中学校 校長）

このたび、荒川徳子先生の後任として中学校部会長を務めることとなりました。全国
の中学校音楽科の皆さまのお役に立てる情報発信や連携を担う機関として、一層の工夫
と改善に努める所存です。全国会員の皆さまのご理解とご支援をいただけますよう、ど
うぞよろしくお願いいたします。
さて現行学習指導要領が中学校において完全実施されて四年目をむかえております。

各支部の研究を担われている先生方を中心とした多くの方々のご尽力により、現場の先
生方の指導や評価のスタンダードは大きく前進しております。その基盤は全国大会、つ

まり研究の視点を全国組織として共有し、軸を一にして継続して研究している取組にあると考えます。
今年度より継続研究の視点がいよいよ第２期に入ります。大きくは同じ方向を、そして各研究チーム

においては多様なアプローチがあるのが楽しいですね。音楽や音楽教育の目指すものって「正しさ」で
はないですから。

ご 挨 拶
高等学校部会 部会長 片桐あかね

（東京都立つばさ総合高等学校 校長）
この度、玉井操校長先生の後任として全日本音楽教育研究会高等学校部会の部会長に就任しました、

東京都立つばさ総合高等学校校長の片桐あかねと申します。どうぞよろしくお願いいたします。校長と
して未熟であるため、なかなか本部会の会合にも参加が難しく、皆様にはご迷惑をお掛けしております。
図々しいお願いではありますが、皆様からお力添えをいただけましたら幸いです。
学校現場では、アフターコロナの様々な行事等の在り方を試行錯誤しております。もとに戻すことに

拘るのではなく、何のために誰のための活動なのかを今一度確かめ、教職員、生徒、保護者とともに考
えながら模索しております。
音楽科は行事と関わりが深く、初心に戻って「主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯

にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽によって生活や社
会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。」この意義を改めて考えさせる日々です。
本研究会において、この意義を踏まえた教育活動について皆様と共に考えることが出来ればと考えて

おります。よろしくお願いいたします。
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令和６年度全日本音楽教育研究会全国大会旭川上川大会の
第２次案内ならびに大会参加申込が始まりました。

令和６年度全日本音楽教育研究会全国大会旭川上川大会
第６６回北海道音楽教育研究会旭川上川大会

日 程：令和６年１０月１０日（木）・１１日（金）
全体会場 ：旭川市民文化会館
実行委員長：米津理臣先生（美瑛町立美瑛東小学校 校長）
大会主題 ：「音とつながる 心がつながる 学びがつながる」
参加校種 ：幼稚園（３本）・小学校（５本）・中学校（４本）・高等学校（２本）
講 評：文部科学省 視学官：志民一成様 調査官：河合紳和様
講 演：作曲家 松下 耕氏

＜大会参加申込＞ ※全国より多くの皆様のご参加をお待ちしております。
申込期間：令和６年６月２４日（月）１０：００～

令和６年８月１６日（金）１６：００
申込方法：大会参加申込は下記のＵＲＬもしくは２次元コードより日本旅行の

ホームページにアクセスして申し込んでください。
なお、宿泊・レセプションについても同時に受け付けてます。

（２次元コード）
（ＵＲＬ）日本旅行のホームページ

https://va.apollon.nta.co.jp/ongaku-asahikawa2024/

＜お問い合わせ先＞
旭川上川大会事務局
事務局長：坂東裕美先生（旭川市立神居東中学校 校長）
住 所：〒 070-8014 旭川市神居４条１９丁目７０－３
Ｔ Ｅ Ｌ：０１６６－６１－８２９８ ・ ＦＡＸ：０１６６－６１－８２７６
メ ー ル：kouchou@kamuihigashi.jhs.asahikawa-hkd.ed.jp

※現在、全日音研 HP に今年度の各地区音研大会の第一次案内を掲載しています。第二次案内や大会
参加申込等につきましては、各地区音研大会事務局にお問い合わせしてください。

令和６年度より全日音研の役員組織・事業運営に関する改革
＜運営改革に着手した経緯＞

昨年度末、関東甲信越地区の群馬県支部より全日音研支部を退会したい旨の連絡をいただきました。
本部常任理事会ならびに部会長・事務局長会で検討し、残留をお願い致しましたが、退会意思を尊重
して退会届を受理しました。退会希望理由に全日音研に関する業務負担や諸事業への出張負担等があ
りました。教員の働き方改革等の環境変化を受け、持続可能な全日音研事業継続のために役員組織や
事業運営の改革推進が必要と判断しました。

＜本会役員に新たな「常任理事」の増員＞

全日音研の役員組織や事業運営に対して、各支部からの要望や意見を収集し運営に生かす組織体質
が必要と考えました。全４７支部長のから常任理事を選出するのは困難なため、当該年度の地区音研
大会開催県の支部長に「当該年度の常任理事」をご担当いただき、年２回の常任理事会にご出席して
くこととしました。
※全日音研会則第８条の改正に関しては、次年度全国大会佐賀大会（前日）の本部全国理事会にて提案いたします。

https://va.apollon.nta.co.jp/ongaku-asahikawa2024/
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＜支部の負担軽減のための運営改正＞

・「教員の働き方改革」など職務形態の変化に対応し、全日音研事業に関わる「出張」や「休暇」の
縮小を図る。

・全国大会の開催前日に開催している全日音研小・高等学校部会及び２年ごとに開催する本部の全国
理事会のハイブリッド開催への段階的移行。

・令和４年度に改正した「全国大会開催規定」を各支部の要望を収集し、開催での一層の負担軽減に
向けた改訂を継続する。

※なお、今年度の各地区音研大会開催県の支部長には、７月５日（金）17:00～第１回常任理事会（ハ
イブリッド開催）に参加していただき、ご要望やご意見をいただく予定です。

全日本音楽教育研究会主催 YouTube オンデマンド配信特別企画
全日音研究会全国大会<継続的な研究実践のために>

～令和６年度全国大会旭川上川大会の研究構想と継続研究の視点３項目（第２期）～

令和元年度の全国大会東京大会から始まった【全国大会の継続的な研究実践】の５年間の取組が、今
年度の全国大会旭川上川大会から第２期となります。
全日音研では、会員の皆様をはじめ全国の音楽教育関係者にこの目的である全国大会での〈継続的な

研究実践による成果と課題の共有〉を旭川上川大会の研究構想の発表と文科省の講師お二人によるご講
演で、より深くご理解いただきたいと願って本企画を開催しました。先生方の日々の授業改善に資する
内容となれば幸いです。なお、全日音研小・中・高・大各部会依の「会員」及び「賛助会員」を対象に
無料でご視聴いただけます。下記の「視聴アカウント取得方法」をご確認いただき、お申込みください。

= 第２期（令和６年度～令和10年度）の継続研究の視点３項目 =

①主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善 《現行を継続》

②生活や社会の中の音や音楽の働きについての意識や、音楽文化についての理解を深める学習の
充実 《現行に教科目標と理解への文言追加・訂正》

③授業改善のための指導と評価の一体化 《現行に、学習評価の意義を追記》

【内容及び講師】

１．全国大会旭川上川大会の大会研究構想と継続研究の視点３項目の関係
研究部長 工藤美奈子先生（旭川市立北星中学校 教諭）

２．新旧の研究の視点の比較から、新しい研究の視点のポイントについて
文部科学省 視学官 志民一成様・調査官 河合紳和様

３．全日音研本部事務局より 本部事務局長 菊本和仁

【オンデマンド配信期間と視聴アカウント取得方法】

①配信期間 令和６年７月３１日（水）～８月２１日（水）３週間

②視聴アカウント取得方法（※ご視聴：全日音研小中高大部会の会員及び賛助会員のみ）
（１）お申込受付の期間 令和６年７月５日（金）～７月２６日（金）

（２）申込方法・・・ご視聴希望の方は、下記校種事務局からご本人に確実に届くメールアドレス
から所属・氏名を明記でお申込みください。

〇本部事務局（大学部会・賛助会員）zennichion@jsme.net 事務局：長坂麻由
〇小学校部会 kou042@setagaya.ed.jp 事務局長：笛木 毅（世田谷区立九品仏小学校長）
〇中学校部会 junko.kiyono@katsushika.ed.jp 事務局長：清野淳子（葛飾区立一之台中学校長）
〇高等学校部会 Masafumi_2_Inoue@member.metro.tokyo.jp

事務局長：井上雅文（都立三田高校主幹教諭）

mailto:junko.kiyono@katsushika.ed.jp





